




































事例に一J (W東北宗教学.nVo1.5， 2009) 同「地域社会の皇族表象一昭和10年代・
青森県を事例に一J(W東北文化研究室紀要』第52集， 2010)を参照。




























5 河内聡子「雑誌『家の光』の普及過程に見るメディアの地域展開J(~日本文学~ 58 
巻4号， 2009) p.54，六十年史編集室『家の光六十年史~ (家の光協会， 1986)付
録。




イコノグラフィ 天皇と兵士・戦死者の図像・表象~ (青弓社， 2007)のアプロー
チを踏襲する。



































































11 W家の光』第9巻5号 (1933年5月 1日)p.9 







































































































16 W家の光』第11巻6号 (1935年6月1日)pp.1-3 
17 前掲川村2007p.37 
18 W家の光』第13巻5号 (1937年5月1日)p.2 


























































































22 Ii家の光』第14巻6号 (1938年6月1日)p.6 






































































































































28 ~家の光』第10巻2号 (1934年2月 1 日) p.34 



















































































































32 W家の光』第12巻2号 (1936年2月1日)p.1 
33 前掲川村 2007p.37 





























































37 W家の光』第15巻9号 (1939年9月1日)p.117 

































39 [j'家の光』第15巻11号 (1939年11月1日)p.117 
40 前掲佐藤 2004
41 前掲鈴木 1993

























































































































巻号 発行年月日 皇族関連記事 天皇・皇室関連記事
第7巻9号 1931 (昭和6)年8月1日 拓海者国美(3談5)(18)/新農村の開
第7巻10号 1931 (昭和6)年9月1日 時事写真 (3)/ 
第7巻12号 1931 (昭和6)年11月1日 深時事き大ニ和ュ箸ーのス話(2(9)1)/由緒も
第7巻13号 1931 (昭和6)年12月1日 時事ニュース (2) 
第8巻l号 1932 (昭和7)年1月1日 聖寿万歳(1 ) 
第8巻3号 1932 (昭和7)年3月l日 参(謀家総の長光に新御聞就)任開(院18宮3)殿下 周軍車内(家輔親人元の王年光帥勅様新の記お記聞諭)念揃調放奉念ひ歌送で始戴(め1日(8五l6()186/ 十に) 
第8巻4号 1932 (昭和7)年4月l日 奉祝天長節 (1)
第8巻5号 1932 (昭和7)年5月1日 澄宮殿下と御揮曇の鐘埴 (1)
第8巻7号 1932 (昭和7)年7月l日 明治大帝の御寝筆 (10)
第8巻日号 1932 (昭和7)年10月1日 漁(村家にの注光が新せ聞給)ふ大(御43心)を農 村(家に注のが光せ新給聞ふ)大(4御3)心を農漁
皇明(2室治0-神皇2宮族3)御に祈写誓真集を (1-6)人/ 第8巻12号 1932 (昭和7)年11月1日 皇室皇族御写真集 (1-6) こめる 々
第9巻1号 1933 (昭和8)年1月1日 勅誇題る日『本朝魂の海(1J9)(l) /世界に
第9巻2号 1933 (昭和8)年2月1日 神家日 本道の(民2 族 1精985)神 / と
の光新聞 (1883， 
第9巻3号 1933 (昭和8)年3月l日 宮中歌会始 (186)
第9巻4号 1933 (昭和8)年4月l日 優(1良78社)会事業団へ御内幣金
カメラのニウス (9た)/  
第9巻5号 1933 (昭和8)年5月1日
カメラのニウス (9)/賀陽
カメ談ラ大(か2東4ら)京覗い モ宮妃殿下 (200) 感ダ化美ン (12) / 
第9巻6号 1933 (昭和8)年6月1日 聖光新上聞陛〉下(の18民2)情御下問《家の
第9巻7号 1933 (昭和8)年7月1日 聖立聞{》川ま上(町2空の1天2光)の覧新精飛聞行鋭}{をこ(1櫛7ど8親)も / 新閲
第9巻10号 1933 (昭和8)年9月1日 家の光新聞 (178)
第9巻11号 1933 (昭和8)年10月1日 関東防空大演習 (5-6) 家の光新聞 (182)
明3治本2-天こ天3精皇6)皇のろ神制績(槽の2冊8植生~を(23偲れ~1)E3F来)奉/ 第9巻12号 1933 (昭和8)年11月l日
日と / る
る
第9巻14号 1933 (昭和8)年12月1日 家どもの新光聞新(聞198()174~6) /こ
第10巻l号 1934 (昭和9)年l月1日 宮各非品常国城元時を首日遮本とる議の六指事景導堂精(26神~-37())32// 一










第10巻3号 1934 (昭和9)年3月1日 奉9日)本祝人へ地置土久産の節言葉(l)(28/~ 
相州馬の長皇上義光帝節の王新子(極天祝2聞画皇8報日陛~(1 下と (1そ)/の第10巻4号 1934 (昭和9)年4月1日
天意家満 5(941 ~) 5) / 
60~ 1) 
第10巻5号 1934 (昭和9)年5月l日 時事写真ニュース (182~3) 初殿重要め下事件ての日誌拝御(1す7姿8~皇9(l) 太 子/ 
第10巻6号 1934 (昭和9)年6月1日 太鶴人重にを要見が陽働事き件祐の日く日光輔本誌会人先のを(16(生見下2382~〔-でにる98))西態ま / 度洋め
第10巻7号 1934 (昭和9)年7月1日 感謝報恩美談 (11)
澄~時3事宮)写真ま画勇報まI)180~l)( / 
第10巻8号 1934 (昭和9)年8月l日 さお しいな 192重要事件日誌 (182~3)
第10巻9号 1934 (昭和9)年9月1日 御製に輝く日本精神 (30~1)
第10巻10号 1934 (昭和9)年10月1日 われらの力 (40~3)
第10巻1号 1934 (昭和9)年1月1日 皇室。宮城御画報 (19~25)
第10巻12号 1934 (昭和9)年1月5日 明治天皇御製 (5)
第1巻l号 1935 (昭和10)年1月1日 重新親王年要殿を事下お件迎(1日へ0)誌遊ば(1さ84れ~た5)三 /肉
第1巻2号 1935 (昭和10)年2月1日 重要事件日誌 (184~5) 輝く皇太子殿下の御姿(1)
第1巻4号 1935 (昭和10)年4月1日 聖(2寿~万3)歳 (1)/国舞君が代
第1巻5号 1935 (昭和10)年5月1日 明治天皇御製写真 (4~5)
第1巻6号 1935 (昭和10)年6月1日 満(州1~国3皇)帝陛下御来訪画報
第1巻7号 1935 (昭和10)年7月1日 重要事件日誌 (166~7)
エース集な美談 心の
宝玉 ( 1 1 ) / 
第1巻10号 1935 (昭和10)年10月1日 地方御勤務の宮様 (2~3)
曇道家 ら光念新す聞( 日 本人 の28~29) / 
の (174)
第11巻1号 1935 (昭和10)年1月1日 相明しの紋治光ま日(章新天4を聞本う6皇仰(~1ぎ壇の62C8て4~調画71(3)2製1~)風3に)/親/ 土
新記家 ( / 
第1巻12号 1935 (昭和10)年1月5日 晴神国明~の社9体)治れ思中明天心よ徴でし皇住物日召憲み語佳法(本6い(~1御輔~(95)へ4尭)( /  / 布 38
文の安光に賢新殿聞さの金{材さ( げ た / 妻第1巻13号 1935 (昭和10)年12月1日 宮奉家 木12(1)6) 
173) 









第12巻2号 1936 (昭和11)年2月1日 ニ笠宮殿下 (1) 家の光新聞 (162-3)










第12巻13号 1936 (昭和11)年12月1日 錦重要旗問北題一に翻る (216~43~ ) / ーユース 5) 
第13巻l号 1937 (昭和12)年l月1日 国防を担ふ方々 (2-3) 馬上の天皇陛下(口絵)/
第13巻2号 1937 (昭和12)年2月l日 日本国民の使命 (52-3)




第13巻5号 1937 (昭和12)年5月1日 時事画報 (2-3) 重要問題ニュース (194-5)
第13巻6号 1937 (昭和12)年6月1日 最3/)重近要時問事題ニニュューースス(6(1~72)~ 
第13巻8号 1937 (昭和12)年8月1日 神三内聖親を王護様るのも動の物園(3御0-成1)(l/) 
第13巻9号 1937 (昭和12)年9月1日 我等の主張 (50-1)
第13巻10号 1937 (昭和12)年10月1日 時局に畏し大御心 (34-5)
第13巻11号 1937 (昭和12)年11月1日 全皇非櫛あ(3常逸国4軍っ)話時民聖にば(/4に偲2戦~告tれF勅4奉譜8ぐ)大る語(3明8和6(治~3~69天)7武))皇夫/ の
第13巻12号 1937 (昭和12)年12月1日 時の写真ニュース (2-3)
第14巻l号 1938 (昭和13年)1月1日 /の国輝民労く精苦無敵神を皇総思軍動のへ将員ば星 (戦4253士) 皇后陛下御真影 (1)









第14巻4号 1938 (昭和13年)4月1日 盛目儀で)見(る15ニ)ュース (噴古の 聖天英憲国法霊地発握壌を布宮迎の興無ふ崎日る障に窮(日66生(-6(3~6れ17~)7た)祖/ 
第14巻5号 1938 (昭和13年)5月l日 凱~3旋)将軍と新最前指揮官 (2自で見るニュース (18~19)
第14巻6号 1938 (昭和13年)6月1日 最近囲内の動き (16~17) 建国の理想をかざして(1)
第14巻7号 1938 (昭和13年)7月1日 おはぎ御法度 (212~216)
第14巻9号 1938 (昭和13年)8月1日 戦跡御視察の秩父宮殿下(19)皇4産1)太業子組殿合下員の精御神近綱影領(l()36/~ 
第14巻10号 1938 (昭和13年)9月l日 軍天の覧陣試営合堅のし日 (12520~) 23) /皇
第14巻1号 1938 (昭和13年)10月1日 七生報国 (20~21)
第14巻14号 1938 (昭和13年)12月l日 畏たくず~建も2英設7)霊のに聖御戦親に拝遁進(1せ)/ん
(24 
第15巻l号 1939 (昭和14)年1月1日 徒農歩村視青察年隊はの何記を見(76た~か83青)年 新武漢装三な鎮る血帝戦室譜博(物1館) (9) / 
皇我継子169棋)太等はがか子祖うん藍さ先け( まの(1)心) / を第15巻2号 1939 (昭和14)年2月1日 31   
たい (166~
第15巻3号 1939 (昭和14)年3月1日 大家をの元光御新帥聞親(陛14閲1)下(1 )諸 兵/ 
第15巻4号 1939 (昭和14)年4月l日 新戦場を偲ぴて (18~19)
第15巻7号 1939 (昭和14)年7月1日 i事園国直(3民曲4変~心に土3です7と)(沸、兵3め2隊きる~立(新1323~しっ)1い3た)御// 霊経
第15巻9号 1939 (昭和14)年9月1日 新日本漫画風土記 (117)
第15巻10号 1939 (昭和14)年10月1日 日本を明るくしよう (12)
1939 (昭和14)年11月1忠る座霊談顕会彰の(1真16義~1と23感)激を語 明新治穀て感天謝(皇祭1の御41製1) を拝/ 第15巻1号 詩し 5~2 日 (40~ 
第号増二奉力千祝)1刊(5六興臨巻紀百亜1時元年の3 1939 (昭和14)年12月5日 本24~グ9872)ラ)7(4)/ピ-橿/ア5興)原国陸(/神1民)日明宮本/治の参歴天弥害拝史皇栄い記絵嗣b巻製(の2484~~ (日6 
第16巻l号 1940 (昭和15)年1月1日 橿竹一の/祝二の千典園原六生世六百界の神年酢百の栄誇宮子年り(2(-に(63123~)~輝7/35)/ )とく







第16巻4号 1940 (昭和15)年4月1日 座我一学闘(73憧談等6~(21~の会983)~5事農7)(2)/3誠村98)/皇世~誼/4太る劇5『希)子み隊〉/殿望んこ(家下の4な~紀南の日5樹本光)洋元節』新/降人| 
第16巻5号 1940 (昭和15)年5月1日 心の糧 (36~39)
第16巻6号 1940 (昭和15)年6月1日 父の英霊に対面 (184~185) 対聖面都宮(1崎84~(11)85/)父の英霊にI
第16巻8号 1940 (昭和15)年8月1日 畏し聖上御親拝 (1)
第16巻9号 1940 (昭和15)年9月1日 日満両国皇室の御親善 (1)
第16巻10号 1940 (昭和15)年10月1日 3み7)なその徳をーにせよ (36~
第16巻1号 1940 (昭和15)年1月1日 一一千本六の百巻煙年祝草典(1を6迎4~て165(l)) / 
第16巻12号 1940 (昭和国)年12月l日 紀特の(4別0元~観4艦1)二式艦を千拝式観六(す1)る百の昔~I年/の日
第17巻l号 1941 (昭和16)年l月1日 八~3紘3)に輝く世紀の式典 (31八式婁国運町紘陸典中替にの(拝舷3輝路1す~く(54360世3~5)47紀1)  
第17巻2号 1941 (昭和16)年2月1日 歌に見る日本精神 (38~41)
第17巻3号 1941 (昭和16)年3月1日 皇はに立太日て本に子(学38人殿べ~3'な下9(4)6り~/(14)全の9)国/信民我士よ
戦陣訓
第17巻6号 1941 (昭和16)年6月1日 天覧に輝く馬の祭典 (1~3)
第17巻10号 1941 (昭和16)年10月1日 御御鍛民日焼の錬道けのの皇(3御3太)姿子/も殿御下凄々(1)し/く
臣民 )/  
新上を 嘗陛す 1(0祭下376)~に 際 し 今檀歌第17巻11号 1941 (昭和16)年1月1日 拝 3の7)/ご愛聖国の
(106~ 
第17巻12号 1941 (昭和16)年12月l日 二笠4宮~殿35下)と軍国の父子(3 
第18巻2号 1942 (昭和17)年2月1日 皇必太勝子御さ祈ま願英(l2)9霊) / に
戦い抜かう大東亜戦(
第18巻3号 1942 (昭和17)年3月l日 鍬す高の松戦宮士殿の下光栄(1) 内原に拝
第18巻4号 1942 (昭和17)年4月1日 畏し民草に御答礼を賜ふ (1)
第四巻6号 1942 (昭和17)年6月l日 霊篤天農皇挿に話陛集御下(17拝)靖 (国1)の 英/ 
第四巻7号 1942 (昭和17)年7月1日 蘭菊の御睦み)1) 
第18巻8号 1942 (昭和17)年8月1日 二重橋し)/3聖4~慮3銃5)後の民草にあ
まね









第四巻11号 1942 (昭和17)年11月1日 大明(3東治0亜~天3戦皇1)下のにご聖明徳治節を偲を迎ぴ奉えてる
第18巻12号 1942 (昭和17)年12月1日 護国の忠霊に御拝を賜ふ)1) 
第四巻2号 1943 (昭和18)年2月1日 稲天皇に陛祈下神る宮心を御(26親61~拝)27()l) / 
皇国農民の誓い
大/ 地 にのき朝祈万(る ((14~157)  
第四巻3号 1943 (昭和国)年3月1日 声な 歳 16~1
/地久節 108~109) 
第四巻5号 1943 (昭和国)年5月l日 父子尽忠の陰に (12~13)
第四巻9号 1943 (昭和18)年9月1日 若き荒鷲 (90~92)
第四巻10号 1943 (昭和18)年10月1日 勝ちぬく誓ひ (7)
第四巻12号 1943 (昭和18)年12月1日 十二月八日 (1)
第20巻l号 1944 (昭和19)年1月l日 雛鷲の母 (8~9)
第20巻3号 1944 (昭和19)年3月1日 さらに一層の頑張りを (15)
第20巻4号 1944 (昭和19)年4月1日 たず米英撃滅あるのみ (15)
第20巻8号 1944 (昭和19)年8月1日 誓へ!敵前増産 (1)









A Study on the representation of Japanese Royals in magazines: 
F ocus on articles of “Ie-no皿 hikari"in the Early Showa Period 
Ken' nosuke MOTEGI 
When thinking about the relation of nation and religion in modern Japan， the 
worship of the Emperor in Japan is one of the most important problems. There are a 
large number of studies have been made on it， most of them hardly have argued about 
the worship of royals. The pu中oseof this paper is to analyze of the representation of 
‘Holy Royals" or royals as subjects of worship. This paper focuses on representation 
of Japanese royals on magazines in the early Showa Period. To analyze how those 
examples were described， this study researches on articles of “Ie-no・hikari"which is 
an influential newspaper in Japanese local communities. 
Classi命ingal articles of “Ie-no・hikari"into news stories and feature articles， the 
former， there is no articles referring to“Holy Royals" ，the later， there are some 
articles 児島町ingit， asa “Voice from local communities 
In conclusion， the worship of the Emperor of J apan during modern J apan had 
diversity and plurality. Especially， in local communities， modern Japanese royals 
had been considered as not only holy beings， but also common-man beings. That 
holiness was backed up the sanctity of the Emperor who was considered as sacred and 
inviolable being. 
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